
開会

植木「プロの技」デモンストレーション

　会場を提供していただいた岡部さんは、田無で11代続く農家の方です。岡部家の家紋が、田無小学校校章のモ

チーフになっているいわれ等、地域の歴史についてもお話してくださいました。第1回緑のアカデミーでは5種類

の西東京市産の苗木を、オリジナルプレートの付いたポットに植えてもらい、皆さんに持ち帰ってもらいました。

　田無緑化組合員の方に「根巻き」の職人の技の実演をしていただきました。実演に合せて、桜井組合長から「根

巻き」は樹木の移植の際に根鉢を保護するために必要であることや、「根回し」という言葉の語源は、木を移植す

る際に周囲をあらかじめ掘って細根の発生を促すこと等の興味深い解説をしていただきました。

　西東京市では、農業者と市民が相互理解を深め、都市の農業・農地が持つ多面的な機能を発揮さ

せることにより、農地の保全を図っていくことを目的に、「都市と農業が共生するまちづくり事

業」を進めています。

　この一環として、西武新宿線田無駅南部エリアの植木生産地の特徴を活かした、市民と植木事

業者の皆さんがふれあうイベント     　　　　　　　　　　　　を 7 月 1 日（日）、岡部造園さん

の敷地をお借りして開催しました。

事業の
ねらい 田無駅南部エリアの特徴である植木を

活かした「緑のアカデミー」を開催し、市
民が植木職人の技と緑にふれあう。

事業の
効果 市民が市内の植木

生産地と技にふれ、理
解を深めます。

～　市民と農家の宝もの　けやきの里のめぐみです　～

「めぐみちゃんの
まちづくりだより」

　田無駅南部地域は都市と郊外の中間に位置するという土地柄から、植木の栽培から造園まで手がける事業者が多

いという特徴があります。今回のイベントは、市内の植木事業者でつくる「田無緑化組合」の組合員 14 人の協力のも

と、2 回の入れ替え制で行いました。事前に申込をした合計で約 100 人の市民が参加しました。



樹木アレンジメント教室、グリーン・プロ講習会
　講師の朝田副組合長の解説を聞きながら、植木の配置を考えます。今回の緑のアカデミーでは、参加者の皆さ

んに植木にふれて楽しんでもらうことを目的としているので、まずは参加者のイメージでアレンジメントを楽し

んでもらいます。大人も子どもも、植木の配置を真剣に考えています。配置を決めたらポットに植えてみます。

　各班の担当講師の職人の方からプロ目線のアドバイスをもらいます。最初は緊張気味だった講師や参加者も、作

業を通してお互いに打ち解けてきました。アレンジメントが完成したら、講師の職人の方から剪定バサミを借りて

剪定に挑戦します。最初はどこを切って良いのか悩んでいた参加者の方も、段々とコツがつかめてきたようです。
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西東京市では、貴重な農地を残し
ていくために、「東京都農業・農地
を活かしたまちづくり事業」を活
用した、「西東京市都市農業が共
生するまちづくり事業」をすすめ
ています。緑のアカデミーは本事
業の支援を受けています。

　参加者の方からは「日

頃話す機会のない植木職

人さんから指導を受けら

れて、非常に良かった」

「地域の子ども達にも、

匠の技を見る機会を是非

とも設けてほしい」等の

意見を頂きました。第2回緑のアカデミーは11月下旬を予定しています。

今後、市報や市ホームページでお知らせします。


